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学校番号 3003 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 工業情報数理 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「工業情報数理」 （実教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

工業情報数理では、情報化社会の身近な事例を挙げながら、一人一台端末を使いこなして学習

を進めます。また、プログラミングでは Pythonと C言語を学びます。Pythonは近年流行してい

る言語です。C 言語は実行速度が早く、汎用性が高いので最初に学習する言語として選択されて

います。ここではコンピュータ制御の学習で使用します。その他にもインターネットやマルチメ

ディアも取り扱いますので、興味をもって学習してください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各

分野における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

（1）工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解する

とともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学

的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して自

ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観

点

の

趣

旨 

情報技術に関する基礎的

な知識と技術を理解し、情

報技術を利用した情報の収

集・処理・活用のために必

要な技能を身につけている 

諸問題の解決をめざして自

ら思考を深め、問題解決方法

を適切に判断する能力を身に

つけており、情報技術を活用

して情報を処理・表現するこ

とができる。 

情報技術に関する基礎的な

知識と技術に関心をもち、そ

の習得に向けて意欲的に取り

組むとともに、実際に活用し

ようとする創造的・実践的な

態度を身につけている。 

 上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学

習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

 

学 

期 

単

元

名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

学

期 

 

第

１

章 

産

業

社

会

と

情

報

技

術 

1. コンピュータの構成

と特徴 

2. 情報化の進展と産業

社会 

3. 情報化社会の権利と

モラル 

4. 情報のセキュリティ

管理 

a: 情報・情報処理・データ・

情報化社会などの用語を理解

している。 

b: 情報技術の進展にともない

産業社会に及ぼす影響につい

て、自分の考えを表現でき

る。 

情報化社会で守るべきモラ

ルについて具体的に考え、た

がいの意見を述べることがで

きる。 

c: 現代社会では、コンピュー

タがどのような特徴をもち、

どのように利用されているか

などについて関心をもち、意

欲的に学習に取り組み、学習

態度は真剣である。 

授業課題 

単元テスト 
授業課題 

単元テスト 

授業課題 

単元テスト 

第

２

章 

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

の

基

本

操

作 

1. コンピュータの基本操

作 

2. ソフトウェアの基礎 

3. アプリケーションソフ

トウェア 

a: 情報の種類によって適切な

アプリケーションソフトウェ

アを選択することができる。 

b:  OS とハードウェア、応用

ソフトウェアの関係が考察で

きる。 

c: 基本ソフトウェアと応用ソ

フトウェアの違い、OS の目

的と種類などに関心をもち、

意欲的に学習に取り組み、学

習態度は真剣である。 

授業課題 

単元テスト 
授業課題 

単元テスト 

授業課題 

単元テスト 

第

３

章 

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

の

基

礎 

 

1. プログラム言語 

2. プログラムのつくり方 

3. 流れ図とアルゴリズム 

a: 機械語、アセンブラ言

語、高水準言語について理解

している。 

基本的なアルゴリズムを作

成する知識を身につけてい

る。 

b: 最適なプログラムを記述

するために必要なアルゴリズ

ムを考えて流れ図として表現

できる。 

c: 問題解決の処理手順であ

るアルゴリズムと流れ図に興

味をもち、意欲的に学習に取

り組み、学習態度は真剣であ

る。 

授業課題 

単元テスト 
授業課題 

単元テスト 

授業課題 

単元テスト 
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一

学

期

・

二

学

期 

第

４

章 

P 

y 

t 

h 

o 

n 

に

よ

る

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ 

この章では、BASICの代わ

りに、Python を使って学

習する 

1. python の特徴 

2. データの出力 

3. 式と演算 

4. 変数とデータ型 

5. コレクション 

a. リスト 

b. ディクショナリ 

6. 条件分岐処理 

7. 繰返し処理 

8. 関数 

9. ライブラリとモジュール 

a: Pythonプログラムの作成

手順を理解し、簡単なプログ

ラム作成のための技能を身に

つけている。 

b: 簡単なプログラムを読ん

で、どのような結果が出力さ

れるか考察できる。 

条件分岐処理プログラム、

繰返し処理プログラムを読ん

で、処理手順をトレースでき

る。 

c: プログラムの作成手順に

関心をもち、意欲的に学習に

取り組もうとする 

授業課題 授業課題 授業課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二

学

期 

第

５

章 

Ｃ

に

よ

る

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ 

、 

第

８

章 

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

制

御 

この章では、C 言語を用い

てコンピュータ制御の学習

を行なう。使用するデバイ

スは Arduinoを用いる。 

1. コンピュータ制御の基

礎 

2. Arduino に つ い て 

C言語の特徴 

3. 電子回路の基礎 

4. 繰返し処理 

5. 条件分岐処理 

a: コンピュータ制御の概要

について理解している。 

  簡単な電子回路を作成し

て、プログラミングで制御で

きる。 

b: 身のまわりの機器がコン

ピュータ制御されていること

を知り、どのような制御を行

っているか説明できる。 

  C 言語の特徴を説明でき

る 

c: コンピュータ制御と C 言

語について関心があり、意欲

的に学習に取り組み、学習態

度は真剣である。 

授業課題 授業課題 授業課題 

第

６

章 

 

ハ

ー

ド

ウ

ェ

ア 

1. データの表し方 

2. 論理回路の基礎 

3. 処理装置の構成と動作 

a: ２進数と 16進数について

理解し、四則計算や変換・計

算ができる。 

b: 基本論理回路を用いた応

用回路について、論理的に考

察できる。 

コンピュータにおけるハー

ドウェアの役割としくみを理

解し、説明できる。 

c:  処理装置と周辺装置に関

心があり、意欲的に学習に取

り組み、学習態度は真剣であ

る。 

授業課題 

単元テスト 
授業課題 

単元テスト 

授業課題 

単元テスト 
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二

学

期 

第

７

章 

 

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク 

1. コンピュータネットワ

ークの概要 

2. コンピュータネットワ

ークの通信技術 

a: データ通信システムと情

報通信ネットワークの概要に

ついて理解している。 

b: ネットワークに使用され

ている機器やネットワークの

構成について説明できる。 

c: データ通信の概要とネッ

トワークの概要について関心

があり、学習態度は真剣であ

る。 

単元テスト 単元テスト 単元テスト 

              

三

学

期 

第

９

章 

 

情

報

技

術

の

活

用

と

問

題

の

発

見

・

解

決 

1. マルチメディア 

2. プレゼンテーション 

3. 文書の電子化 

4. 問題の発見・解決 

a: プレゼンテーションソフ

トウェアの操作に関する技能

を習得している。 

b: 情報を整理して他人に発

表したり、文書でまとめたり

することができる。 

C: 情報を整理して他人に発

表したり、文書でまとめたり

する意欲があり、積極的に取

り組み、学習態度は真剣であ

る。 

授業課題 

単元テスト 

授業課題 

単元テスト 

授業課題 

単元テスト 

第

10

章 

 

数

理

処

理 

 

1. 単位と数理処理 

2. 実験と数理処理 

3. モデル化とシミュレー

ション 

a: 実際の実験データを用意

し，グラフ化する方法を理解

し，実際にあるデータから特

徴を読み取る技能を習得して

いる。 

b: 量の名称・量記号・単位(SI)

について説明できる。 

c: 実験データをグラフによっ

て可視化し，データの特徴を

見いだす方法について関心が

あり，意欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣である。 

授業課題 

単元テスト 
授業課題 

単元テスト 
授業課題 

単元テスト 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 


